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本研究は、アジアにおける効率的な金融セクターの構築のため、各国の規制緩和や競

争促進的な政策について、その方向性、現状および法制度について調査し、ならびにわ

が国や先進国における同政策の進展を踏まえながら、アジア各国の今後の課題を抽出す

ることを目的とするものである。 
 
昨今、欧米やわが国においても金融セクターの規制が市場原理と矛盾するものではな

いという考え方が浸透し、規制緩和が進みつつある。金融セクターにおける競争法の適

用や競争促進的な金融規制の設計に議論の焦点が移りつつある。本研究は、このような

展開を念頭に、欧米やわが国ほどには金融業が成熟していないアジア諸国において、金

融制度がどの程度市場原理を取り入れたものとなっているか、現状の把握を試みたはじ

めての取り組みである。各国の現状を踏まえた論点は、金融制度と市場原理の理論的な

関係についての再検討に資するとともに、今後の研究の進展の材料を提供するものであ

る。 
 
本研究は、平成 18年 11月から平成 19年３月に実施されたものである。金融庁内に
有識者からなる研究会を設けるとともに、日本貿易振興機構アジア経済研究所に研究の

実施・運営を委託する形で行われた（次ページ実施体制リスト参照）。また、国内での

資料・情報の収集とその分析作業を行うとともに、対象国すべてについて現地調査を実

施した。 
 
本研究の実施にあたっては、執筆を担当いただいた金融庁研究会および国別研究班の

各委員に対し深く感謝申し上げる。また、研究会において貴重なご示唆をいただいた研

究協力者の方々、とりわけ現地調査の際に快くインタビューに応じてくださった各国当

局、大学関係者、金融機関等の方々に改めて謝意を表したい。 
 
本報告書の内容が、今後の競争政策と金融セクターに関する研究の進展ならびに、我

が国のアジアとの国際協力、当局間の連携や技術支援業務の参考として活用されること

を期待してやまない。 
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 弥永真生  （筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授）  
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  （法学博士〔一橋大学〕）          担当 韓国 
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